
 

令和７年度「学びのつどい」報告書【様式】              記入日 令和 ７年１２月 １日 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学級の組織ならびに学習のねらい及び重点 

・構成員        ２４０人（世帯）＋ 教職員 

・学級の運営組織    ＰＴＡ教養部 部長 谷口史恵 他、部員１２名 

・学習のねらい・重点  （１）各種研修会や講習会を開催し、会員の教育への理解と教養を深める 

            （２）家庭教育学級に参加することで、会員相互の親睦を深める 

 

２ 学習計画と活動の状況 

回 日時 講話題 講師（職・氏名） 参加人数 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

9月18日

（木） 

情報モラル教室 

 

盛岡情報ビジネス＆デザイン専門学校 

ゲームクリエイター科 学生２名 

全児童 

保護者 約150名 

低学年 

２校時 

 

高学年 

３校時 

内容 感想など 

「オンラインゲームや SNS を利用

するときの注意点」 

＜低学年＞ 

・個人情報 

・課金トラブル 

・メッセージ交換によるトラブル 

・心身への影響 

・困ったときの対処方法 

＜高学年＞ 

・個人情報 

・ネット上の情報に対する信憑性 

・ネット犯罪（誘拐事件など） 

・困ったときの対処方法 

＜保護者向け資料＞ 

・フィルタリング 

・ペアレントコントロール 

・フリーWi-Fiの危険性 

実施後のアンケート（保護者）にて、 

講師の説明に対して 88.1％、講座後保護者に配信した資料に対し

て92.9％の高評価をいただきました。 

※数値は 非常に良い・良いの合計（普通は含まず） 

 

保護者アンケートのフリーコメントを参考に、次年度以降も 

テーマを絞って追加開催すべきと考えております。 

 

３ 成果及び今後の課題 

（１）成果・活動において工夫したこと など  

今年度も前年度同様、盛岡市地域社会教育促進事業の講座を利用せず、学校と共同で外部（盛岡情報ビジネス＆デ 

ザイン専門学校）へ講師を依頼し、情報モラル教室を実施しました。前年度の参加者アンケートの結果からテーマ 

を絞ってより詳しい内容で講習会を実施し、保護者より良い評価を得られました。 

 また、今年度も学習参観と同日開催にしたため、保護者が多く参加できました。 

（２）今後の課題 

岩手県の全県共通課題でもあり、市の教育振興運動５か年計画の重点項目である「情報メディアとの共生、上手な 

つき合い方」を繰り返し周知していくため、次年度以降もテーマを少しずつ変えて取り組みたいと考えております。 

（３）その他、今後の「学びのつどい」の在り方に関すること など 

 今後もハイブリット開催の継続を希望いたします。よろしくお願いいたします。 

 

活動内容 

〈 題 〉   学校・ＰＴＡ共同による情報モラル教室の開催                                           

                                   学級名  桜城小学校家庭教育学級   

                                   学級担当者  厚部長 谷口史恵            

 

 


